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本日の流れ

歴史背景

先行研究について

本研究の目的および研究方法

教員留学生について

まとめ
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歴史背景(1)

 1932年3月 満洲国 樹立

教育重心：旧来「三民主義」思想の排除、

「満洲国」の「国家観念」の入植

在職中堅教員の再教育：1932年8月 教員講習所

一般教員の検定：1933年より 検定制度

新教員の養成：1934年 高等師範学校・師範学校

教員留学生の派遣：1933年7月

満洲国の教員の養成
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歴史背景(2)ー教員留学生の派遣

目的：

「学校教育の実地研究並に、社会状態と文化施設の考察」を通して、「教員の

素質向上」、「将来、我国の教育の画期的な発展を期する。」

（『東北淪陥十四年教育史料』(第1輯)（武、1989）』72頁より 報告者が訳した）

資格：

教員留学生は各県、地域より選抜された優秀な者。35歳以下、勤務年数2年以

上、教室内聴講できる程度の日本語能力を有する。留学期間は１年間。「帰国

後満二箇年間は原任学校に奉職するを要す。」（民生部令第十六号、1942年）

（『東北淪陥十四年教育史料』(第1輯)（武、1989）』111頁より 報告者が訳した）

満洲国優秀教員の確保

満洲国教育の発展
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歴史背景(3)-教員留学生人数・出身

学校名

各省・地方派遣教員留学生数

奉天 吉林 龍江 北満 新京 興安 計

東京高等師範学校 3 1 3 1 1 1 10

広島高等師範学校 4 2 2 1 1 10

玉川学校 1 1 1 1 4

合計（単位：人） 8 4 6 2 1 3 24

補助金（単位：元） 7,680 3,840 5,760 1,920 960 2,880

【出典：『東北淪陥十四年教育史料』(第1輯)（武、1989）111頁】

1933年第一回文教部派遣教員留学生一覧

5



満
洲
国
教
員
留
学
生
派
遣
一
覧
表

【
出
典
：
『
「
満
洲
・
満
洲
国
教
育
史
料
集
成
』
第
５
巻
９
４-

９
６
頁(

満
洲
国
教
育
史

研
究
会
、
１
９
９
３)

、
『
満
洲
国
文
教
部
派
遣
留
学
生
関
係
』
ア
ジ
ア
歴
史
セ
ン
タ
ー

H

0

４
４
５
よ
り
作
成
】

6

学校名
1933
(第一回)

1934.4
(第二回)

1934.11
(第三回)

1935.6
(第四回)

1936.4
(第五回)

計

東京帝国大学 ー 5 ー ー ー 5

東京工業大学 ー 6 ー ー ー 6

東京高等師範学校 10 ー 7 9 7 33

広島高等師範学校 10 ー 7 8 7 32

東京女子高等師範学校 ー ー ー 3 ー 3

東京高等工芸学校 ー 1 ー ー ー 1

熊本高等工芸学校 ー 4 ー ー ー 4

日本女子大学 ー ー 1 ー ー 1

共立女子職業学校 ー 1 ー ー ー 1

玉川学校 4 ー 5 ー ー 9

東京府青山師範学校 ー ー ー 2 2 4

東京府師範学校 ー ー ー 1 ー 1

京都府師範学校 ー ー ー 2 2 4

大阪天王府天王寺師範学校 ー ー ー 2 2 4

愛知県第一師範学校 ー ー ー 2 ー 2

広島県師範学校 ー ー ー 2 ー 2

福岡県福岡師範学校 ー ー ー 1 ー 1

計（単位：人） 24 17 20 32 20 113



歴史背景(4)-教員留学生の人数

年度 1940 1941 1942 1943 1944 1945

人数 30 50 33 47 28 28

1940－1945年満洲国教員留学生人数表

【出典：『満洲国史』(満洲国史編纂刊行会、1973，1104頁)】
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先行研究について8



本研究の目的

東京高等師範学校と広島師範高等学校で実
施された教員留学生に対する教育についての
分析を通して、日本における満洲国の教員養
成の特徴の一端を明らかにする。
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研究方法
一次史料

・外務省記録『満洲国文教部派遣留学生関係』(アジア歴史資料センター)

第一回文教部派遣教員留学生 昭和九年五月

第二回文教部派遣教員留学生 昭和十年三月

第三回文教部派遣教員留学生 昭和九年十一月

第四回文教部派遣教員留学生 昭和十年五月

第五回文教部派遣教員留学生 昭和十一年二月

・『廣島文理科大学 廣島高等師範学校 廣島臨時教員養成所一覧』

(昭和十二年度) (廣島文理科大学、1937)

(昭和十八年度) (廣島文理科大学、1943)

満洲国の法令・統計資料

『「満洲・満洲国」教育史料集成』(エムティ出版、1993)

『東北淪陥十四年教育史料』 (武強、1989)
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東京高等師範学校について

1886年 設立 日本初の中等教員養成機関

「教育の総本山」

1902年 東京高等師範学校に改称

1929年 東京文理大学の付属機関

修業年間：3年

学科 ：文科、理科、体育科

1949年 東京教育大学に吸収

1952年 廃校
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広島高等師範学校について

 1902年3月 設立 教育の「西の総本山」

目的：師範学校、中学校、高等女学校の教員たるへき者を養成し

兼て普通教育の方法を研究する

学科：

①文科・理科（４年）、教育科（２年）

②特設予科：1年 （1926年設置）

留学班：留学生を監督教導などのため

 1926年 広島文理科大学の付属機関

 1944年 特設興南科(南方特別留学生のため)

 1949年 広島大学広島高等師範学校と改称

 1952年 廃校
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学校名
1933
(第一回)

1934.4
(第二回)

1934.11
(第三回)

1935.6
(第四回)

1936.4
(第五回)

計

東京帝国大学 ー 5 ー ー ー 5

東京工業大学 ー 6 ー ー ー 6

東京高等師範学校 10 ー 7 9 7 33

広島高等師範学校 10 ー 7 8 7 32

東京女子高等師範学校 ー ー ー 3 ー 3

東京高等工芸学校 ー 1 ー ー ー 1

熊本高等工芸学校 ー 4 ー ー ー 4

日本女子大学 ー ー 1 ー ー 1

共立女子職業学校 ー 1 ー ー ー 1

玉川学校 4 ー 5 ー ー 9

東京府青山師範学校 ー ー ー 2 2 4

東京府師範学校 ー ー ー 1 ー 1

京都府師範学校 ー ー ー 2 2 4

大阪天王府天王寺師範学校 ー ー ー 2 2 4

愛知県第一師範学校 ー ー ー 2 ー 2

広島県師範学校 ー ー ー 2 ー 2

福岡県福岡師範学校 ー ー ー 1 ー 1

計（単位：人） 24 17 20 32 20 113
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教授内容とその実態(1)

第三回 広島高等師範学校 (1934年11月)

「付属学校ノ教授訓育其他実地見学ヲ中心」、

「本月十六日到着ㇱ目下国語練習中」

【出典:アジア歴史資料センターH-0445『第三回文教部派遣留学生』0031】

第四回 東京女子高等師範学校(1935年)

「三人トモ日本語ノ知識不足ナルヲ以テ毎日午後、日語学院ニ於テ日本語

ノ学習ヲナサメシタル。其ノ結果、聞キ分ケル力ハ相当ナレルモ話ス力ハ

未タ辿々シキヲ免レズ」

【出典:アジア歴史資料センターH-0445『第四回文教部派遣留学生』「満洲国留学生ニ関スル報告書」0100】
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教授内容とその実態(2)

見学旅行

・1937年3月16日～26日

・第5回教員留学生 東京高等師範学校・青山師範学校

・学校・遺跡見学

東京→山田→京都→奈良→大阪→神戸→岡山→高松

→別府→大分→熊本→島原→長崎→博多→下関
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教員留学生による回想

王氏（1913年、長春生まれ）

師範学校を卒業して、新京（長春）県立第二小学校で体育と音

楽を教えていた。

第三回目の教員留学生として玉川学園に入った。

第一回、二回目の教員留学生は報告を出した。

毎日日記をつけ、時間通りに学務司へ出す

注：王国琪「日偽統治下の長春市中小学」『長春市文史資料』第1輯長春市政協文史委員会編内部発行1986年

64-68頁 本報告では『「満州国」日本留学史』（劉、2005）107-108頁より引用
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まとめ：教員留学生に対する教育

多様な民族から構成

教授内容

・日本語(国語)

・教育に関する一般科目

・日本の教育制度、日本事情

・日満関係

・日本の風土、文化
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満洲国への日本に関する知識の普及



今後の課題

満洲国の教員留学生による回想

日本の学校についての調査

満州国教員の養成の体系を再構築
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代表者：酒井純一郎)」の一部です。
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ご清聴、
ありがとうございました。


